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内港地域の地形的な構造や、地区ごとのそれぞれ成り立ちや形状、用途を整理します。 

2-1 構造・地域特性 

 

 

(1) 構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水域面積 約 1,200ha  範囲 直径約５km 

最高地点 約 38ｍ（港の見える丘公園） 

 

 

 

内港地域の構造（模式図） 

 

 

 

 

内港地域の断面図（模式図） 

第２章 骨格・構造・景観要素 
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(2) 各地区の特性 

■恵比須・出田町地区 

恵比須町周辺には大規模なプラントが立地し、特徴的な港湾景観を形成しています。また、出田町ふ

頭にはバナナなどの青果を取り扱う倉庫上屋が集中しています。 

 

■大黒ふ頭地区 

海上出入貨物の増加やコンテナ化などに対応するため整備された島式ふ頭で、首都圏における一大

流通拠点として、横浜港の物流機能の強化を担っています。 

また、ふ頭内には大黒ふ頭中央緑地や大黒海づり施設など、市民が利用できる施設も整備されていま

す。 

 

  

化学プラント（恵比須・出田町地区） 火力発電所（大黒ふ頭地区） 

 

■本牧ふ頭地区 

コンテナターミナルとして長年にわたって横浜港の中心的なふ頭としての役割を担っているとともに、現

在も横浜港における中核的な施設としての機能強化を進めており、将来にわたっての活躍が期待されて

います。また、本牧ふ頭Ａ突堤ではベイブリッジを通過できない超大型客船への対応が検討されていま

す。 

 

■山手地区 

開港時に外国人居留地として開発されたことをきっかけに、現在も西洋館や公園、学校など開港以来

の歴史と文化を色濃く残した個性的で魅力ある街並みを有する住宅・文教地区を形成しています。現在

は「山手地区景観風致保全要綱」に基づいて建築物の形態や用途などの調整が行われ、地域の魅力の

維持保全や、地区からの眺望の確保が図られています。また、斜面緑地は内港地域のなかでも貴重な景

観要素となっています。 

 

  
コンテナ船（本牧ふ頭地区） 港の見える丘公園（山手地区） 
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■山下ふ頭地区 

かつては主に東南アジア・中近東への金属機械製品の輸出を扱ってきましたが、近年は本牧ふ頭、南

本牧ふ頭などを補完する役割を担っています。また、市街地に近いふ頭としての条件を生かして、港運関

連会社や民間倉庫が立地しています。 

現在は物流主体の土地利用を見直し、市街地との近接性などの優れた立地特性を生かした新たな賑

わい拠点づくりを進めるため、大規模集客施設などの導入が可能となる土地利用への転換や、山下公園

との連続性を考慮した緑地やプロムナードの配置などが検討されています。 

 

■関内地区 

開港時に整備された本地区は、現在では横浜駅周辺地区と並ぶ都心の一つであり、多くの官庁や企

業が立地しています。また、馬車道、中華街、山下公園など、開港からの歴史を伝える多くの観光地があ

り、隣接するみなとみらい地区と並び多くの観光客で賑わっています。 

 

 

  
倉庫上屋（山下ふ頭地区） 

 

開港広場（関内地区） 

 

 

 

■みなとみらい 21 新港地区 

新港ふ頭は明治後期から大正初期にかけて、

はしけを使用せずに陸から船へ人や物資を積み

込める横浜港初の近代的なふ頭として整備され

ました。地区内には、現在も赤レンガ倉庫や汽車

道、新港橋梁などの歴史的に貴重な建造物が現

存しています。現在はみなとみらい 21地区として、

観光、商業を中心とした再整備が進められていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
汽車道（みなとみらい21新港地区） 
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■みなとみらい 21 中央地区 

かつては造船所などが立地する港湾地区でしたが、関内・伊勢佐木町地区と横浜駅周辺地区に二分

されていた都心部をつなぐ「都心部強化事業」として、就業人口 19万人・居住人口 1万人を目標とした開

発計画が打ち出され、現在は企業本社の誘致やショッピング・文化施設等の集積が進められています。 

 

■横浜駅周辺地区 

地区の中心である横浜駅は、６社９路線の鉄道が乗り入れ１日に延べ約 200 万人の乗降客数がある首

都圏有数のターミナルです。また、鉄道各線に加え、バス・タクシーなどの交通機関が集中し、大型商業

施設や業務施設などが集積しています。平成 21（2009）年 11 月には、地元と共有する概ね 20 年後の将

来像を見据えた「横浜の玄関口としてふさわしいまちづくり」の指針となる「エキサイトよこはま 22」が策定さ

れました。 

また、ヨコハマポートサイド地区では「アート＆デザインの街」を街づくりのコンセプトに掲げ、業務・商

業・サービス・文化施設などを集積し、国際文化都市ヨコハマにふさわしい、賑わいと活力のある新都心

地区の形成を目指しています。 

 

 

  
臨港パーク（みなとみらい21中央地区） 横浜駅東口（横浜駅周辺地区） 

 

 

■山内ふ頭地区 

ふ頭内には青果・水産物・鳥卵を取り扱う横浜市中央

卸売市場（本場）が立地しています。また、遊休化したド

ックの工場跡地などは「コットンハーバー地区」として再

開発され、「業務・商業・文化施設や都市型住宅等から

なる複合機能市街地の形成を図る」ことを目的に、高層

マンションや商業施設などが建設されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
コットンハーバー地区（山内ふ頭地区） 
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■東神奈川地区 

臨海部の産業地域と内陸部の商業・住宅地区が接する地区となっています。また、現在検討が進めら

れている「横浜市都心臨海部再生マスタープラン（仮称）」において「東神奈川臨海部周辺地区」が中核

地区の一つとして位置づけられており、地区の魅力を生かしたまちづくりが検討されています。 

 

■瑞穂ふ頭地区 

瑞穂ふ頭は昭和 20（1945）年に完成しましたが、戦後、駐留軍の接収を受けました。講和条約の発効

後は日本からアメリカへの提供施設となり、現在もふ頭の約半分を米軍が使用しています。ふ頭の突端に

は風力発電用の大風車（ハマウイング）があり、内港地域の重要な景観要素の一つとなっています。 

 

 

  

東神奈川駅（東神奈川地区） ハマウイング（瑞穂ふ頭地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2-1 構造・地域特性 まとめ＞ 

内港地域は、陸地が水域を包み込むリング状の構造となっています。全体的に土地が平坦であるこ

とから山などの自然要素を望むことは困難ですが、山下公園や本牧ふ頭南側からは山手地区の緑を

望むことができ、エリアの貴重な景観要素となっています。 

また、市街化された地区においては、それぞれ地区の目標を定め、スカイラインの形成や建物形態

の誘導など、魅力的な景観形成を積極的に行ってきました。市民に開放された水際のオープンスペー

スや海上からは、それらの地区を複合的に望むことができます。 

内港地域としてまとまりのある景観を形成していくために、他の港にはないリング状の構造

を生かして、地区どうしのつながりにも配慮したうえで様々な時代や用途の建造物などが一体

となって構成される横浜の港らしい魅力ある景観形成を推進していくことが重要です。 
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2-2 歴史・文化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安政6（1859）年に横浜港が開港するまで、内港地域は半農半漁の寒村でした。開港以来急激

な成長を遂げ、現在では日本を代表する港となった横浜港の歴史や文化を振り返ります。 
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〈2-2 歴史・文化 まとめ〉 

横浜港は安政６（1859）年の開港以来、生糸貿易港、商業港、旅客港として、また工業港として急速

に発展し、大正時代には日本を代表する国際港湾となりました。 

その後も関東大震災や太平洋戦争による空襲、米軍による占領と市内都心部の接収などの大きな

打撃を乗り越え、日本の中核を担う工業港として発展を遂げました。 

高度経済成長期以降には、産業構造改革や生産基盤の合理化が進められ、港湾機能がより広大で

効率的な機能を求めて外湾側に移転していく中で、港に面した地区が市街地に組み込まれ、水際線

に面した空間が親水空間として広く市民に開放されました。 

このような歴史背景をもとに、現在では工業のみならず商業、観光など様々な機能をあわせもった港

湾として広く市民に親しまれています。 

また、横浜には開港当初より諸外国から様々な文化や技術、品々がもたらされ、それらを積極的に

取り入れてきました。「異国情緒にあふれたハイカラな港町」としてのイメージから、数多くの絵画や文

学・映画などの文芸作品の舞台となっています。 

今後の都市空間形成を行っていくうえでも、これまで築き上げてきた地区の歴史や文化を尊

重し、次の時代に継承していくとともに、内港地域全体として魅力的な景観形成が行えるよう、

景観形成に関する目標像を定め、的確な誘導を行っていくことが重要です。 
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2-3 景観形成に関する取組 

  

(1) これまでの取組 

横浜市では、1960年代後半の戦後復興と高度経済成長に伴う様々な都市問題に対処し、自律的都市

の構築を目指す戦略の一つとして都市デザインによるまちづくりを開始しました。 

・「歩行者空間を擁護し、安全で快適な歩行空間を確保する」 

・「地域の地形や植生等の自然的特徴を大切にする」 

・「地域の歴史的、文化的資産を大切にする」 

・「オープンスペースや緑を豊かにする」 

・「海、川等の水辺空間を大切にする」 

・「人々がふれあえる場、コミュニケーションの場を増やす」 

・「形態的、視覚的美しさを求める」 

の７つの目標のもとに、みなとみらい 21 事業の推進や緑の都市軸及びウォーターフロントの軸線からなる

都市軸の整備、ストリートファニチャーや公共サインの整備などを積極的に推進してきました。 

山手地区では昭和 47（1972）年に「山手地区景観風致保全要綱」を定め、山手らしい低層、低密度の

宅地環境の形成や緑の保全、建物高さの誘導による港への眺望の確保などを取り決めました。 

昭和 63（1988）年には臨港地区全体を対象区域として「みなと色彩計画」を定め、横浜港を６つのゾー

ンと３つの地区に区分してそれぞれに対応した配色を演出していくことで、陸からだけでなく、海から港に

入ってくる際に徐々に変化する色彩を楽しめるよう建物などの色彩基準を示しました。 

平成20（2008）年には関内地区、みなとみらい21中央地区の２地区を、更に平成22（2010）年にはみな

とみらい 21 新港地区を景観法に基づく「景観推進地区」及び景観条例に基づく「都市景観協議地区」に

位置づけました。これらの地区においては、地区の景観形成に関する方針や考え方、基準をガイドライン

に定め、届出・協議制度により建物の形態意匠や色彩、快適な歩行者空間の形成などを推進していま

す。 

1970年代に横浜は都市デザインによるまちづくりを開始し、都市の発展を計画的にコント

ロールしながら、快適な都市空間を形成してきました。ここでは、これまでの取組や現在の施

策・計画を振り返り、また今後の検討についても見据えながらこれからの景観形成を考えます。 

撮影／森 日出夫 
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(2) 関連する施策・計画 

■横浜市景観ビジョン（平成 18年 12 月） 

都心部から郊外部まで、全市域にわたって景観づくりの方向性を示す羅針盤で、市内を景観特性ごと

に駅前、市街地、住宅地などに分類し、それぞれに景観形成の方向性を示すとともに、全市共通のテー

マごとの方向性を示しています。 

港湾部の景観については、関内周辺地区やみなとみらい 21 地区などの都心部とあわせて、「臨海工

業・物流地区」を横浜の景観の多様性を感じさせる特徴的な地区として位置づけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：横浜市景観ビジョン（横浜市都市整備局） 

 

横浜市景観ビジョン【抜粋】 

(2) 横浜の景観の多様性を感じさせる特徴的な地区 

工場地帯や河川など、広範囲または連続的に広がる景観は、市域の多様性を感じさ

せます。横浜の景観に深みや幅を与えるこれらの地区について、景観資源として積極

的に活用することなどを目指し、その方向性を示します。 

ア 臨海工業・物流地区 

・臨海工業・物流地区の産業遺構を景観資源として活用することを目指します。 

・工業施設が織り成すダイナミックな景観の活用を目指します。 

・都心臨海部について横浜をイメージさせる代表的な景観とすることを目指します。 

・船の見える活気のある景観形成を目指します。 

・海から印象的な市街地が見られるような景観形成を目指します。 
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■横浜みどりアップ計画(新規・拡充施策)（平成 21 年４月） 

緑の減尐に歯止めをかけ、市民とともに身近な水や緑を保全・創造し、将来にわたって緑の総量と質の

維持・向上を図る計画です。樹林地における維持管理の促進や利活用の促進などによる「樹林地を守る」、

農業振興や担い手育成による「農地を守る」、そして緑化の推進による「緑をつくる」の３つの分野で様々

な取組を進めています。 

平成26（2014）年３月には、これまでの成果や課題、市民意識調査の結果などを踏まえ、「これからの緑

の取組[平成 26－30 年度]」を策定します。この中では「都心臨海部の緑花（りょくか）による賑わいづくり」

を取組として挙げています。来訪者の回遊性向上や生物多様性確保の観点から、エリア内での緑のネッ

トワーク形成に寄与することも念頭に、公共施設を中心に緑や花による空間演出や質の高い維持管理を

集中的に展開し、都心臨海部の魅力形成・賑わいづくりにつなげていきます。 

 

 

 
 

 

 
 

出典：横浜みどりアップ計画（計画期間：平成26-30年度） 

（横浜市環境創造局） 



 

- 13 - 

■横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例（平成 18 年４月） 

平成 16（2004）年の景観法の制定を受けて、平成 18（2006）年に都市の質の向上を目指して、港や歴

史文化、水・緑などを大切にした、魅力ある都市景観の形成を目的とする「横浜市魅力のある都市形成の

創造に関する条例（景観条例）」を制定しました。 

横浜市では、景観法による届出制度とあわせて、条例で協議制度(都市景観協議地区)を定め、数値基

準による届出制度と、市と事業者による創造的な協議制度を組み合わせることで、景観ビジョンの理念を

踏まえた魅力ある都市景観の創造を推進しています。 

現在、関内地区、みなとみらい21中央地区、みなとみらい21新港地区の３地区で届出・協議制度を定

め、それぞれ地区のガイドラインに基づいた景観形成を行っています。 

 

 

 

 
出典：横浜の都市デザイン（横浜市都市整備局） 
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【関内地区都市景観形成ガイドライン（平成 19年 11 月）】 

関内地区には、馬車道、山下公園通り、日本大通り、横浜中華街などの個性的な都市景観があり、緑

の軸線構想、都心プロムナードなどの魅力的な歩行者空間の形成やオープンスペースの創出など、地元

のまちづくり組織との協働により、様々な魅力づくりが図られてきました。また、開港の歴史を伝える歴史的

建造物や土木遺構などは、様々な手法により保全・活用が図られ、現在の関内地区の街並みに欠かせな

いものとなっています。 

このような関内地区の特徴を伸長しつつさらに魅力的なものとするため、次の４つの方針に基づいて、

景観形成を進めています。 

方針１：わかりやすくて奥行と賑わいのある界隈を巡り歩いて楽しめる街を創る 

方針２：地区の街並みの特徴を生かし、ミナト横浜を感じる眺望が楽しめる街を創る 

方針３：開港の歴史や文化の蓄積を生かしながら新しい文化を生み出す街を創る 

方針４：多様な都市機能がコンパクトに複合する、活力ある街を創る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：関内地区都市景観形成ガイドライン 

（横浜市都市整備局） 
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【みなとみらい 21 中央地区都市景観形成ガイドライン（平成 19年 10 月）】 

みなとみらい21中央地区では、地元のまちづくり組織などによる様々な魅力づくりの取組や、「みなとみ

らい21街づくり基本協定」に基づくまちづくりによって風格ある都市景観が形成されてきました。なかでも、

海側から山側に向けて徐々に建物高さを高くすることで形成されるスカイラインは、横浜の代表的な景観

の一つとして広く親しまれています。また、低層部における「賑わい空間」の創出を景観要素の１つと考え、

地区全体で形成されている歩行者空間ネットワーク沿いで連担させることにより、街全体の回遊性を高め

る魅力ある歩行者空間の形成を進めています。 

このようなみなとみらい 21 中央地区の特徴を伸長しつつさらに魅力的なものとするため、次の４つの方

針に基づいて、景観形成を進めています。 

方針１：多様で、先進的都市機能が集積する賑わいと活力ある街を創る 

方針２：街に集う人々に心地よく、優しい都市環境を形成する街を創る 

方針３：みなとみらい 21地区の特徴を活かし、横浜の顔となるような街並みを創る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：みなとみらい21中央地区都市景観形成ガイドライン 

（横浜市都市整備局） 
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【みなとみらい 21 新港地区まちなみ景観ガイドライン（平成 22年１月）】 

みなとみらい21新港地区は「近代港湾発祥の地としての歴史性」「“島”としての個性」「みなとみらい21

中央地区と関内・山下地区の結節点」「賑わいのあるみなとまち」という都心臨海部の中でも独自の豊かな

個性を持つ地区として「街の“楽しさ”を実現する」「街の“優しさ”を実現する」「街の“美しさ”を実現する」

の３つの基本的な考え方のもとに魅力ある街並みを形成しています。 

このようなみなとみらい 21 新港地区の特徴を伸長しつつさらに魅力的なものとするため、次の７つの方

針に基づいて、景観形成を進めています。 

このようなみなとみらい 21 新港地区の特徴を伸長しつつさらに魅力的なものとするため、次の７つの方

針に基づいて、景観形成を進めています。 

方針１：海に向かってゆとりを持ち、連続性が感じられる街並みを創る 

方針２：開放的で居心地のよい水域・水際線の風景を創る 

方針３：歴史的シンボルとしての赤レンガ倉庫への見通し景観を守る 

方針４：歴史性を意識し、高さを抑えたまとまりある街並み景観を創る 

方針５：歴史やみなとらしさを活かしたシークエンス景観を創る 

方針６：歩いて楽しく、賑わいのある街並みを創る 

方針７：周辺地区からの見下ろし景観を意識する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：みなとみらい21新港地区まちなみ景観ガイドライン 

（横浜市港湾局） 
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■みなと色彩計画（昭和 63 年４月） 

港湾施設ゾーンを含む港の色彩に工夫や演出を加えることで、横浜港をより個性的、魅力的で活気あ

るものとするために制定されました。建築物や工作物の色彩について、横浜港を６つのゾーンと３つの地

区に区分し、それぞれのゾーンや地区の特性にあわせた基準を設定しています。 

方針１：活気と潤いを感じ、横浜港の魅力をより高める色彩計画とする。 

(1) 市民にとって魅力的な景観を形成し、誇りと親しみが持てるものとしていく。 

(2) 港で働く人々にとって安全で快適な職場環境となるようにしていく。 

(3) 横浜港を訪れる内外の人々にとって、横浜港らしい独自性が感じられるものとしていく。 

方針２：港湾機能、景観特性及び歴史性を考慮し、調和のとれた横浜港とするための色彩計画とする。 

方針３：21 世紀に対応した横浜港の色彩計画とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：みなと色彩計画（横浜市港湾局） 
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■山手地区景観風致保全要綱（昭和 47年 11 月） 

山手地区の景観風致を保全し、地区からの眺望を確保するために定められた要綱です。地区及び周

辺地域の開発行為、建築行為などについて「保全対策の基準」と「保全管理の基準」を設定し、指導を行

っています。 

〈保全対策の基準〉 

(1) 保全区域内の建築物等の高さについては、別紙図面に表示されたものを最高限度とする。ただ

し、当区域の景観風致を増進する施設の場合はこの限りでない。 

(2) 特別保全地区内の建築物等は、別紙図面に表示された景観基準点からの見通しを妨げないこ

ととする。 

〈保全管理の基準〉 

(1) 宅地内に生育している樹木等は、その土地が緑地的効果を維持または増進するよう適切な管理

をすること。 

(2) 開発行為、建築行為等によって除去することとなる樹木等は、必要最小限にとどめること。なお、

工事等のためやむをえず一時的に樹木等を除去した場合は、すみやかに現状以上の緑地的効

果のあるようにあらたに植樹その他の対策を講じること。 

(3) 宅地内の空地、法地等は、日照・採光・通風その他使用上やむをえない場合を除き、極力植樹

等を行い、(1)に準じて管理すること。 

(4) 建築物等には、保全区域の景観風致保全上好ましくない広告物等を設けないこと。 

(5) 保全区域内の建築物等は、保全区域の景観風致保全上好ましくない色彩、形態に変更しない

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：山手地区景観風致保全要綱（横浜市都市整備局） 
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(3) 今後の検討 

■横浜市都心臨海部再生マスタープラン（仮称） 

横浜市の持続的な成長・発展を図るため、環境未来都市、国際戦略総合特区、特定都市再生緊急整

備地域のトリプル指定などを生かして機能強化に取り組んでいる、横浜駅周辺地区、みなとみらい 21 地

区、関内・関外地区に、新たなまちづくりへの期待が高まっている東神奈川臨海部周辺地区、土地利用

の検討を進めている山下ふ頭周辺地区を加えた５地区を中核として、新たに都心臨海部のマスタープラ

ンづくりに着手しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■横浜港港湾計画 

「横浜港港湾計画」は、一定の海域（横浜港港湾区域）と陸域（横浜港臨港地区）からなる空間におい

て、計画的に開発・利用・保全を行うため、港湾管理者である横浜市が、港湾法に基づいて定める基本的

な計画であり、現行計画は平成 18（2006）年に改訂したものです。 

現在、社会情勢の変化や横浜港を取り巻く環境の変化を踏まえ、「横浜港の目指すべき姿」や「求めら

れる取組」を実現するため、水上交通や観光船の充実、カヌーやシーカヤックなどの様々な活動やイベン

トの促進による臨海部における賑わい創出や、都心機能の強化に向けた山下ふ頭の再開発、客船の受

入機能強化などを検討項目に挙げ、目標年次を平成 30 年代後半とする改訂を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈2-3 景観形成に関する取組 まとめ〉 

横浜市では、都市デザインの理念のもとでまちづくりを推進し、地区ごとの魅力を生かした街並みの形

成や歴史的建造物の保存活用、都市軸の形成や魅力ある歩行者空間の創出などを行ってきました。 

臨港地区においては「みなと色彩計画」を定め、地域ごとの基準色にあわせた緩やかな色彩誘導を行

っています。また、市街地では地区ごとに景観形成ガイドラインを策定して景観形成の方向性を明らかに

するとともに、景観法、景観条例に基づいて景観計画、都市景観協議地区を定め、建物の高さや色だけ

でなく水際線の演出や通りの賑わい形成など、ハード、ソフトの両面から魅力的な景観形成を推進してき

ました。 

現在、さらに臨海部の市街化が進み、港を取り巻く環境が変化している中で、これまでの取組

を引き続き推進していく一方で、既存の施策についても現状を反映し、より効果的なものとなる

よう継続的に検討を行っていくことが重要です。 

出典：記者発表資料（横浜市都市整備局） 
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2-4 景観を形成する主な要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

内港地域には様々な建築物や構造物、緑地や港の風景を望む眺望点などがあります。ここでは、

これら内港地域の景観を形成する要素について整理します。 
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〈2-4 内港地域の景観を形成する主な要素 まとめ〉 

横浜の都心部には開港以来の歴史を伝える歴史的建造物や土木遺構がいたるところに遺されてい

ます。また、数多くの横浜を代表する高層建築物や、港の玄関口としての役割を果たす橋りょうは、

見る角度や時間によって異なった表情を発見することができます。停泊している客船や様々な水上

交通も「港町ヨコハマ」を印象付ける重要な景観要素となっています。 

大規模な工場や倉庫群、ガントリークレーンなどの港湾関連施設は港らしい力強い景観を創り出

しているとともに、夜間にライトアップされた施設は、新しい都市の魅力にもなっています。 

景観形成を行う際には、これらの魅力ある景観要素に十分に配慮し、増やしていくのはもちろん

のこと、港を感じられる要素への通景の確保や、快適な歩行者空間の形成を考え、地区全体で景観

要素の魅力を最大限に引き出していくことが重要です。 
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内港地域には、港を俯瞰する眺望点だけでなく、視線の高さや見る対象の異なる眺望点が複数

存在しています。ここでは、それぞれの眺望点を4つの種類に分類し、眺望点ごとの特徴を整

理します。 

 

2-5 眺望点 

 

 

 
 

(1) 港全体の景観を見渡す眺望点 

高台や高層建築物の上層階など、高い場所にある眺望点からはそれぞれの景観要素一つ一つの詳

細を識別することは困難ですが、港付近の道路や運河、護岸により形成される水際線、特徴的なランドマ

ークや地形など、群としての景観の美しさを望むことができます。また広大な空と海、それらを縁取る構造

物によって形成される内港地域の構造を見渡せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
ランドマークタワー展望フロアからの眺望 

マリンタワー展望フロアからの眺望 

港の見える丘公園から大さん橋、みなとみらい21地区への眺望 
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(2) 景観の連続性を望む眺望点 

かつて港湾施設が立ち並んでいたエリアが整備され、より水際に近い眺望点が増えることで、アイレベ

ルで内港地域全体を見渡すことができるようになりました。また一定の地点からはリング状に連続する港や

水際線を見通すことができ、また、その軸線上を移動しながら地区ごとの景観の移り変わりを楽しむことが

できます。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
臨港線プロムナードからの眺望 

 
万国橋からみなとみらい21中央地区を望む 

 
カップヌードルミュージアムパーク（新港パーク）から 

みなとみらい21中央地区を望む 
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出典：関内地区都市景観形成ガイドライン 

（横浜市都市整備局） 

(3) 特定の対象物を望む眺望点 

港から市街地にかけての高低差が尐ない内港地域では、高層の建築物、工作物や、開港当初からの

歴史を伝える歴史的建造物などによって多くの景観が形成されています。関内地区では「眺望の視点場」

から横浜三塔（神奈川県庁本庁舎、横浜税関、横浜開港記念会館）への眺望を保全するため、三塔の周

囲を「前景エリア」「後景エリア」に設定し、三塔への眺望を阻害しないよう建物高さや色彩の制限を行って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
赤レンガ倉庫 

 
横浜税関（クイーンの塔） 
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(4) 市街地の景観を一体的に望む眺望点 

海上からは、海や緑、空と後背地に広がる都市が重なった景観がリング状に形成されている様子を一

望することができます。また、眺望点となる船上についても、船の規模はシーバスから豪華客船まで様々

で、海面からの高低差も大きいため、乗り合わせた船によって異なった眺望を堪能することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
内港地域の西側（みなとみらい・関内地区）は海上から見た場合逆光となる時間が長い 

 
本牧ふ頭のガントリークレーン 

 
ベイブリッジ越しに内港地域を望む景観 

〈2-5 眺望点 まとめ〉 

内港地域の景観は、都市構造や地形的な特色から多くの眺望点が存在し、その種類も様々です。

また、海域を航行する船上からは内港地域のリング状に連なる景観を一望することができます。

単純な「見る」「見られる」の関係ではなく、それぞれの場所が眺望点であり、かつ景観要素そ

のものとなる多様な景観は横浜の大きな特徴です。 

地区の整備を行う際には眺望点や景観要素を明確に設定することや、他地区からの景観要素へ

の眺望を遮らないこと、また近景だけでなく遠景にも配慮し地区としてまとまりのある景観を形

成することが重要です。 
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建物や構造物などが形成するハードによる景観だけでなく、人々の生活や活動によって生み

出される賑わいも内港地域の景観を形成する重要な要素の一つです。ここでは、内港地域で行

われるイベントや夜景演出、水際・海上空間を活用した取組について整理します。 

2-6 賑わい 

 

 

 

(1) 主なイベント 

名称（開催時期） 内容（特徴など） 

みなとみらい21さくらフェスタ 

（３月下旬～４月上旬） 

近代的な街並みで幻想的な雰囲気を演出する、約500ｍの桜

並木を夜間提灯で照らすイベント。 

横浜花と緑のスプリングフェア 

（４月下旬） 

横浜の春を彩る花と緑のフェア。横浜公園と山下公園を会場

に開催され、形や色も様々なチューリップが楽しめる。 

世界トライアスロンシリーズ横浜大会 

（５月中旬） 

山下公園前やみなとみらい地区、関内地区を中心に行われる

トライアスロン大会。 

横浜開港祭（６月上旬） 
みなとみらいや赤レンガパークをメイン会場に、乗船会や試

乗会、演奏会などを行い、横浜港の開港を祝う祭典。 

横浜国際マリンエンターテイメントショー 

（７月下旬） 

みなとみらいの赤レンガパーク周辺に、最新のボート、ヨッ

トが大集合するイベント。 

神奈川新聞花火大会 

（８月上旬） 

みなとみらい 21 地区臨港パーク前面海上で開催される花火

大会。たくさんの花火が音楽に合わせて打ち上げられる。 

横浜オクトーバーフェスト 

（10月上旬） 

ドイツ・ミュンヘンの収穫祭を模して赤レンガ倉庫で行われ

る、各国のビールを味わえるイベント。 

横濱 JAZZプロムナード 

（10月第 1土、日） 

「街全体をステージに」を合言葉に行われる、国内最大級の

ジャズの祭典。 

馬車道まつり 

（10月下旬） 

人力車や本物の馬車、鹿鳴館時代の衣装を身にまとう人々が

行き交い、文明開化の雰囲気が楽しめるイベント。 

スマートイルミネーション横浜 

（10月下旬） 

象の鼻パークや山下公園など都心臨海部を舞台に、新たな夜

景の創造を試みるアートイベント。 

横浜国際女子マラソン大会 

（11月中旬） 

みなとみらい地区や関内地区、本牧地区などを舞台に行われ

る女子マラソン。 

横浜トリエンナーレ 

Dance Dance Dance＠YOKOHAMA 

横浜音祭り 

（それぞれ夏～秋） 

横浜を舞台に「芸術」「ダンス」「音楽」のイベントをそれぞ

れ３年に１度開催。「世界最高水準・オリジナルな文化芸術の

発信」、「横浜らしい景観を活かした賑わいづくり」、「市民協

働と子どもをはじめとした次世代育成」を目的として、市内

各所でイベントが開催される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

スマートイルミネーション横浜 

（象の鼻パーク） 
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(2) 水際・水上空間の活用 

■内港地域の水質浄化に向けた取組 

横浜港の水質は以前に比べて大幅な改善傾向にあるものの、市民が水に触れあえる港を目指すうえ

では、更なる水質改善が求められます。また、山下公園前の海域が「世界トライアスロンシリーズ横浜大

会」のスイム会場となっていることや、帆船日本丸周辺でのシーカヤック等の活動も行われていることから

も、水質改善はこれからの重要な取組の一つです。 

現在、水質の改善に向けて海底の清掃や浅場の造成による水棲生物の生息環境づくりなどの取組を

進めています。 

 

■ビジターバース社会実験 

水域や水辺の空間を活性化し、街の賑わいの創出に寄与する取組の一つとして、海から都心部への

アクセスの可能性を探るため、象の鼻パーク桟橋などでプレジャーボートの一時係留施設（ビジターバー

ス）の利用に関する社会実験を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈2-6 賑わい まとめ〉 

内港地域では、みなとみらい 21 地区や関内地区などの市街地を中心に、水際の魅力をさらに

活用するための様々な取組や活動が行なわれています。水際のオープンスペースでは、年間を

通じて様々なイベントが開催されるなど、市民に開放された水際のエリアは、人々の賑わいを

感じられる親水空間となっています。これらは賑わいを形成しているだけでなく、大きな景観

要素の一つにもなっています。 

かつて工業・物流が中心であった内港地域が徐々に市街化する中で水際が市民に開かれ、横

浜における人と港のかかわり方は大きく変化しました。さらに、近年では臨海部に多くのタワ

ーマンションなどが建設され、「生活の場」としての港が形成されつつあります。 

今後臨海部の景観形成を進めるにあたっては、更に港と市街地の結びつきを強くする取組や、

これまでの港の歴史を継承しながら、観光だけでなく生活者の視点にも配慮し、地域資源の活

用、文化の醸成による地域への愛着の形成など、「訪れたくなる港町」「住みたくなる港町」を

形成していくことが重要です。 

 
 

ビジターバース社会実験 

 
 

世界トライアスロンシリーズ横浜大会 
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第 2 章で整理した内港地域の特徴や課題をもとに、今後のまちづくりや施設整備を進めるに

あたって景観形成上重要な 8 つのテーマを設定します。また、テーマに基づいて 4 つの視点と

目標像を明らかにし、内港地域における景観形成の指針とします。 

１ リング状の港の構造を生かした景観の形成 

景観形成の視点 

２ 誰もが美しさを感じる景観の形成 

３ 横浜の港らしい特徴的な景観の形成 

４ 人々の生活・活動による賑わい景観の形成 

骨格・構造・ 

 1 構造・地域特性 
・水域を陸域が包み込むリング状の構造  ・用途や景観要素の異なる多様な地区 

 

３ 景観形成に関する取組 
・内港地域全体を対象とした緩やかな色彩誘導 ・ハード・ソフトでの市街地空間形成 

２ 歴史・文化 
・工業、貿易港としての発展と市街化の進行 ・異国情緒あふれる都市としてのイメージ 

 

Ⅰ 水際空間、緑の連続性を大切にする 

Ⅶ 地区ごとの特徴に応じた景観を創る ～エリア全体の調和～ 

Ⅵ 港を形成する多彩な景観要素を守り、創りだす ～既存要素の保全・魅力化～ 

Ⅴ 新しい都市と歴史ある街並みの景観を生かす 

Ⅳ 眺望点を大切にする ～眺望点の保全・創出～ 

Ⅲ 眺望点、船上からの景観を意識し、魅力ある景観を創る ～眺望景観への配慮～ 

Ⅱ 水際空間を魅力的にする ～水際空間への意識誘導～ 

 

景観形成のテーマ 

 

Ⅷ 市民が港を感じ、活動し、近づける空間を増やす ～海上空間の活用～ 




